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られて全ての情報を認識することができない。視力
検査では、「中心視野の視力」は1.2でも、その視力
の高い領域は１つか２つの文字の分くらいしかな
い。中心窩から10°くらい離れた位置になると0.1く
らいの視力になってしまい、周辺部の分解能（対象
を識別できる能力）は一般的に悪い。（図１）
　運転席からの視野をイメージした、クリアに写っ
ている画像と周辺がぼやけている画像を提示しどち
らが実際に近いか答えてもらうと、「クリアの方」
という人が多いが、実際の視野は周辺がぼやけてい
る方であり、脳の働きで周りがハッキリ見えている
と思い込んでいる。視覚機能が交通事故に与える影
響については賛否が分かれているが、危険対象への

本自動車会議所は10月11日、東京・港区の日
本自動車会館「くるまプラザ」会議室で第

241回会員研修会を開催し、北里大学医療衛生学部
リハビリテーション学科視覚機能療法学専攻 川守
田拓志准教授が「眼から考える交通安全～高齢者事
故の健康起因」と題して講演した。参加者は約65名。

【講演要旨】

Ⅰ．眼球や視覚機能の加齢変化

　視覚機能療法学専攻であったため、白内障や緑内
障の患者さんから運転に対する不安や訴えが多く、
視覚と運転との関係性に興味があった。
　これまで「学術研究」の分野で活動をしてきたが、
これからは「社会活動」の分野に少しウエ
イトをかけて活動していきたいと考えてい
る。実は交通の場面では、視ている（見え
ている）と思い込んでいる状況が多く、事
故原因について眼からの情報に起因するも
のがかなりあると考えている。人が受ける
情報の約90％（視覚87％、聴覚７％、臭覚
３％、触覚２％、味覚１％）は視覚であり、
無意識下で毎秒400億個の情報を受け取る
といわれているが、瞬間的に40個の情報を
意識し、一度に記憶できる情報は、７±２
個である。つまり、人はすべての情報を処
理できず、人の眼は情報を選択していると
いうことになる。
　注目すべき事象があると、それに気を取
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とも起きる。これは、水晶体がたんぱく質であり、
加齢とともに硬化して焦点が合わせにくくなるため
に起こる。
　その他、光の感度低下や暗順応という暗さになれ
るための時間も延長してくる。車のシーンだと、ト
ンネルやオフィスから外に出てすぐに運転した際
に、慣れるまでの時間などに影響を与えていると思
われる。視野についても、加齢によりまぶたが下が
り、上方視野が制限されやすくなる。個人差はある
が20度くらいまで低下してしまう人がおり、こうし
た場合には信号の見落としなどに影響を及ぼしてい
る可能性がある。
　その他、高齢者の視覚と運転に関して、以下のよ
うな海外報告がある。
・高速道路での運転能力の低下
・ナビなど複数のタスクを行うことにより、運転能

力が低下しやすい
・垂直方向の注意が低下しており、赤信号を無視し

やすい
・黒い服を着た歩行者の認識が極端に低下

Ⅱ．視機能低下と交通事故の関係性

　交通事故原因の約95％は人（ヒューマンエラー）
と言われているが、それは様々な因子が絡み合い、
一部視機能も影響を与えていると考えられる。視機
能の低下が交通事故の増加に寄与しているかについ
ては賛否両論で、「視力は事故と関係がない」、「弱
い相関がある」、「影響が大きい」との主張がそれぞ

れ存在する。いずれにしても間接的に寄与して
いる可能性はあり、視機能の影響は一定数存在
すると考えている。また、海外の報告では、白
内障の交通事故リスクは、2.5倍といわれてい
る。日本でも現在調査中である。加齢白内障は、
60歳で約７割、80歳以上でほぼ100％とけた外れ
に多いことから、高齢化社会においては大きな
問題になりえる。（図３）
　白内障患者では、速度の増加に伴い動体視力
が急激に減少する。また、水晶体のたんぱく質
が凝集し屈折率が上昇するために散乱が起き、
光がまぶしく感じるなど運転に重大な支障がで
る。
　白内障擬似体験ゴーグルを装着してドライビ
ングシミュレーターで実験したところ、明らか

認知の遅れなどが間接的に関与している可能性もあ
ると考えている。
　近年、高齢者が関係する交通死亡事故の割合は増
加の一途をたどっているが、高齢者の視覚低下の原
因には、眼球光学系の原因と神経系の原因がある。
高齢者については夕方の道路横断時、時刻は18時台
の事故が多く（交通事故総合分析センター調べ）、
視認性の低下が原因と考えられる。明所視に比べ薄
暮視は、視機能が低下するが、コントラストの高い
視標よりもコントラストの低い視標はさらに大きく
低下する。（図２）
　また夕方では、光を取り込もうとして瞳が大きく
なる。人の眼は収差といって、光が一点に結像しな
い現象が発生するので、瞳が大きくなっている際
は、ぼやけてしまう。眼の奥に映る像を、生体眼の
計測情報を使ってコンピュータシミュレーションす
ると、昼間に比べて夕方では網膜像の質が低下して
いることがわかる。他にも夕方には、動体視力、立
体視、色覚も低下する。しかしながら、人の脳は「夕
方も見えている」と思い込むように徐々に順応して
いくため気が付かない。
　また眼球の屈折度数も高齢者では変化しやすいこ
とも問題である。ちなみに、赤ちゃんは遠視で生ま
れてきて、成長とともに近視方向に度数が変化し、
20－40歳は安定期、40歳以降は不安定になっていく。
動体視力についても、静止視力がしっかりないと動
体視力も低くなることがわかっている。さらに高齢
者では、老視により近くが見えにくくなるというこ
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外の報告では、緑内障の交通事故リスクは6.6倍と
報告されており、こちらも重要な問題である。周辺
視野の欠損は脳が情報を補完するので見えていると
錯覚してしまい、これも事故を増やしている要因の
１つとして考えられる。

Ⅲ．眼から考える高齢運転者の健康起因事故対策

　以上のことから考えられる対策を述べると、まず
疾患に関しては、眼科など医療施設での対応になり、
具体的には緑内障であれば早期発見、白内障であれ
ば眼鏡がずれていないか、視機能は保たれているか、
などのチェックが必要である。
　また高齢者の事故対策に関して、先進技術で視覚
をサポートすることも考えられる。先端研究領域で
は人の視覚はすでにカメラに負けてしまっており、
視覚の観点では最終的には自動運転への流れも妥当
なものと思われる。
　しかし普及にはまだ時間がかかることが想定され
るため、まずはすぐにできる対策を行うこと、具体
的には車のヘッドライトの早期点灯、反射材の活用
が重要である。日没30分前のヘッドライト点灯、反
射材の効果は科学的に確認されており、一般の方に
理解をしていただくということが重要である。
　高齢者は視覚機能が低下するが、加齢とともに知
能は上昇するといわれている。
・結晶性知能：学校で受けた教育や、仕事・社会生

活の中で得た経験に基づいた知能
・流動性知能：新しいことを学習する知能や新しい

環境に適応するための問題解決能力など

に標識を見る時間が長くなっ
ており、その差0.6秒は、時速
100kmで約17m、同50kmで約９
m進むことから事故が発生する
には十分な時間であるといえる。
　緑内障は、眼圧が上昇するこ
とで視神経が減少し視野が欠け
る疾患であるが（眼圧が上昇し
ない正常眼圧緑内障というのも
ある）、視野が欠けても自覚症
状がほとんどない。これは、視
野が欠けている眼を良い方の眼
が補ってしまうためであり、大
きく欠けるまで気付かない。海

　特に結晶性知能は加齢とともに向上していくた
め、高齢者は、科学的な説明を理解して判断力をさ
らに高めることができる世代と考えている。
　また、視覚への注意を高める取り組みが重要と考
えている。横断者が出てくるかもしれないとの危険
予測に関する知識を伝えることでも、事故は減らせ
る可能性がある。これまでも、損保ジャパン日本興
亜、JAFとともに視覚への注意を高める取り組みを
進めてきた。また交通安全教育により、危険性や気
づきを学ぶ場を作ることが重要と考えている。あと
1.0秒危険認知が速ければ９割の事故を回避できる
との報告もあり、0.1秒でも視認時間を速くために
様々なアプローチをすることが重要である。

　最後に「まとめ」を行うと以下の通りとなる。
１．眼の加齢変化は起こる
２．夕方や夜間での視機能低下は大きい
３．高齢者交通事故の健康起因は起こりうる
４．事故対策には多角的なアプローチが必要

損害保険ジャパン元社長
（当会議所会員元代表者）

平野 浩志氏
　損害保険ジャパン（現損害保険ジャパン日本興亜）
で社長、会長を務められた平野浩志氏が10月31日、
逝去された。75歳だった。

訃 報


